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RSSAC037はタイトル通り、ルートサーバシステム（RSS）の新
たなガバナンスモデルを提 案する、という内 容です。
RSSAC038は037に関して、この提案モデルを関係者の間で
議論して、最終的なモデルを決定するプロセスを始動するよう
に、ICANN理事会に求めるものです。

本稿では、現在検討プロセスが進んでいる、この新たなRSSガ
バナンスモデルに関して、提案されているモデルと検討状況に
関してご説明します。

RSSAC037には、RSSACが提案する新たなガバナンスモデ
ルが明示されています。

まず、モデルが示している、五つの機能ブロックを見ていきます。

○事務局機能（SF: Secretariat Function）
12のRSO全体の事務局として、RSO全体を代表し、共通基
盤の運営、RSO間の活動の運営管理を行うとともに、他の団
体に対するコミュニケーション集約点として機能します。

○戦略・アーキテクチャ・ポリシー機能
（SAPF: Strategy, Architecture and  Policy Function）
RSS運営に関する方針を検討し、決定する機能です。戦略面
では、関係組織と連携して新たな技術を取り入れたり、RSS全
体に関する性能指標を定義すること、アーキテクチャ面は、後
述のPMMFで測定監視されるRSOごとの性能指標を定める
こと、ポリシー面は、外のステークホルダーからの意見聴取を
通じて、これらの方針を実装することが定められています。

○財務機能（FF: Financial Function）
RSS運営のために必要となる資金を確保し、RSOに提供す
る機能です。

○指名・除名機能
（DRF: Designation and Removal Function）
新たなRSOの指名と既存のRSOの除名を、SAPFが策定
するポリシーに従って実施します。

○性能監視計測機能
（PMMF: Performance Monitoring and Measurement 
Function）
既存RSOのルートサーバ運用を監視測定し、SAPFによっ
て定められる性能指標を満たしているか確認し、新たな
RSOに関する事前検査を実施します。

DNSルートサーバシステム（Root Server System, RSS）
は、ドメイン名空間の木構造の始点となる「ルートゾーン」を管
理するDNSサーバであり、全世界からのDNSクエリを受け
るインターネット基盤の要部です。a.root-servers.netに
始まり、aからmまでの13のルートサーバが、12のルート
サーバ運用組織（RSO）によって運用されています。13のそれ
ぞれは、エニーキャスト技術で多数のインスタンスを持ち、現
在総計1,000程度のインスタンスが、世界各地で運用されて
います。詳細は、以前本誌で解説した記事※1や、RSOコミュニ
ティのWebサイト※2をご覧ください。

13のルートサーバとそれぞれのRSOは、次の通りです。

インターネットの出自の影響で、RSOには米国の組織が多く並
びますが、日本ではWIDEプロジェクト、欧州ではNetnodと
RIPE NCCもRSOです。これらも含め、学術機関、政府機関、非
営利団体、一般企業など、さまざまな組織がRSOになっている
ことが分かります。WIDEプロジェクトにMサーバが割り当てら
れてRSOの仲間入りをしたのは、1997年のことでした。

インターネットの黎明から今日に至るまで、RSSはDNSによ
る名前解決の要として、RSO達によって間断なく運営されて
きました。RSOはそれぞれのルートサーバを自発意思で運営
し、外部から資金を得たことはありません。RSO達はこのイン
ターネット基盤の要部を、高い技術力と誠実さで守ってきてお
り、インターネット関係者から信頼される存在です。しかし、
RSSの運営に関する決め事や基準のようなものは、RSSの運
用要件をRFCで定めていることを除けば極めて限定的であ
り、どこか「謎めいた」存在でもありました。

一方で、インターネットは拡大の一途をたどり、利用者数の増加
はそのままRSSが受け止めるクエリ数の増加に結びつきます。
IPv6への対応やDNSSECへの対応はルートサーバの負荷を増
加させ、新gTLDプログラムの開始によるTLDの増加は、ルート
ゾーンの大きさを桁違いに大きくしました。DDoSによるセキュ
リティ懸念と、その対策に掛かるコストも増大しています。

これらの状況から、今後引き続きこのインターネット基盤の要
部を、全インターネットの期待に応えつつ運営するためには、説
明責任、透明性、確かな監督と、規模拡張性を維持する機構が必
要と判断されました。

RSOコミュニティは、ICANNではルートサーバシステム諮問委
員会（RSSAC）として、ICANN理事会とコミュニティに対して助
言を提供しています。これらの新たな機構の検討は、この
RSSACの枠組みで進めることになり、2015年に検討を開始し
ました。3年の検討の結果、次の二つの文書が完成し、2018年6
月に ICANN理事会に対して、助言として提供されました。
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～新陳代謝～
Internet Week 2019を11月26日（火）～11月29日（金）の4日間で開催します。
本号の特集では、実行委員長の挨拶とともに、その概要をお知らせします。

今年も Internet Weekの開幕を迎えることができました。
東京・浅草橋の「ヒューリックホール＆ヒューリックカンファ
レンス」にて、2019年11月26日（火）から29日（金）までの
開催となります。

今年のテーマは「新陳代謝」です。まずはじめに、皆さまに誤解
しないでいただきたいことがあります。この「新陳代謝」という
言葉、「新しいものが古いものに取って代わる」すなわち
「Internet Weekに関わる層を世代交代させたい」、という
意味では決してありません。万が一にもそうであるならば、
この業界に数十年いる私が、誰よりも先に実行委員長から
退かなければなりません（笑）。

Internet Weekのテーマは、毎年 4月に開催する実行委員会
で検討します。今年の検討の場で、出席者の1人からふと挙
がった言葉が「新陳代謝」です。はじめに耳にした際に、先に
述べたような誤解をされやすい点は承知の上で、全員一致で
今年のテーマに選びました。

30年以上にわたって進化しながらも動き続けているインター
ネットと、「新陳代謝」という言葉。どこか通じるものがあるよう
に思えるのは私だけでしょうか。

土台となるコアな部分をしっかりと残しながらも、古くなった
技術は潔く捨て、新しい技術は積極的に取り入れていく。昔から
あるものと新しいものが良いバランスで共存していること、
そして、少しずつ生まれ変わりながら成長し続けてきたことが、
インターネットが今日まで発展してきた理由の一つだと私は
考えます。これが「新陳代謝」を選んだ意図です。

これに関連して、今年のプログラム委員長である松本智さん
が、Internet Weekの特色について、興味深いことを言って
いました。「Internet Weekは紅白歌合戦に似ている」と。
Internet Weekのプログラムには、「攻め」の部分と「守り」の

部分があります。そして攻めも守りも大切に、どちらかに偏る
ことなく、バランス良く取り上げています。

「攻め」の部分は、いま話題の最新技術や時事ネタを扱った
セッションです。紅白歌合戦では、最新のヒット曲と言えるで
しょう。Internet Weekプログラム委員会の良いところは、
多少尖っているように思えるネタでも、それを受け入れる土壌
があることです。毎年 8月のプログラム委員会で、各委員が
今年やりたいプログラムを提案するのですが、「え？それできる
の？」「講演者のあては？」「集客は大丈夫？」という議論を
経て、そのようなプログラムが毎年いくつかは必ず採用されて
います。そして、そのようなプログラムが、蓋を開けてみたら
結果的に満席の人気プログラムになった、ということも決して
珍しくはありません。

一方の「守り」の部分は、紅白歌合戦で言うならば、老若男女誰
もが知っている名曲。1年の終わりに必ず聞きたくなります。
Internet Weekで言えば、定番のプログラムや講演、あるいは
普遍的な部分を取り上げたチュートリアルが、これに該当する
でしょう。たとえば、IP MeetingやDNS DAYの前半にある
その1年のアップデートの部分、最近ではすっかり Internet 
Weekの定番となったサイバー攻撃の傾向と対策を扱った
講演や、ログ解析のハンズオンなどが、「守り」のプログラム
と言えます。

今年の Internet Weekは、この「攻め」と「守り」をより明確に
打ち出そうと考えています。「守り」のプログラムでしっかりと
基礎を固め、「攻め」のプログラムで新しいものを取り入れる。
Internet Week 2019にご参加いただくお一人お一人の「新陳
代謝」を、さらに促進できるようなプログラムをお届けしたいと
思います。そして、Internet Week 2019の最後を飾るプログ
ラムである懇親会で、今年は「新陳代謝」された皆さまとともに
「蛍の光」を歌うことができましたら（！）、これほど嬉しいこと
はありません。皆さまのお越しをお待ちしています。

インターネットの
発展を支える「新陳代謝」のシステム
～Internet Week 2019 開催に寄せて～
JPNIC理事／Internet Week 2019実行委員長 高田寛
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これらの機能によって、RSS全体としての品質基準を定め、遵
守できるように監視を行い、必要であればRSOの除名や指
名を行い、必要な資金を拠出する。そういった機構を運営しな
がら、将来に向けた戦略検討も行うことができるというのが、
この機構案です。

RSSAC038で、最終的なモデルを決定するプロセスを始
動するように求められた ICANN理事会は、事務局との検
討の結果、「コンセプトペーパー」と呼ばれる次の文書を公開
します。

A New Cooepration and Governance Model for 
the Root S er ver Sy s tem- Concept P aper on a 
Community-Driven Process to Develop a Final 
Model Based on RSSAC037
https://www.icann.org/en/system/files/files/rss
-governance-model-concept-paper-23apr19-en.pdf

このコンセプトペーパーでは、RSSAC037で示されたモデル
に対する、ICANNとしての初期的な考え方を「コンセプトモ
デル」として示すとともに、最終的なモデルを決定するプロセ
スの提案を行っています。

コンセプトモデルでは、RSSAC037におけるSAPFとして、
RSSガバナンスボード（RGB）、PMMFとしてRSS常設委員
会（RSC）、DRFとしてRSOレビューパネル（RRP）が登場し、
実装に向けた肉付けがなされています。FFとSFは、ICANN
事務局がその機能を担うことが提案されています。

プロセスに関しては、RSSガバナンス作業部会（GWG）を
RSSに関連するステークホルダーで構成し、RSSAC037お
よびコンセプトペーパーに示された提案を吟味していくこと、
その成果としての機構案は、パブリックコメントなどを通じて
コミュニティからの意見を反映することが示されました。

コンセプトペーパーは、GWGのチャーター案、作業計画案と
ともに、2019年 5月から2ヶ月半のパブリックコメントに付
され、事務局のレポートも公表されています。

Public Comments: Evolving the Governance of the 
Root Server System
https://www.icann.org/public-comments/rss-gove
rnance-2019-05-23-en

Summary Report of Public Comment Proceeding
https://www.icann.org/en/system/files/files/repor
t-comments-rss-governance-30aug19-en.pdf

本稿の執筆時点（2019年10月）では、このパブリックコメン
ト以降の動きは表立ってありませんが、2019年11月に開催
される ICANN66ミーティングでは、パブリックコメントの結
果を踏まえて、GWGの組成に向けた動きが進むものと思わ
れます。いずれにしても、いよいよ将来に向けたRSSガバナン
スの改革案の検討が、本格的に始まります。

RSSACが、RSSガバナンスの新機構の検討を始めたのは
2015年。既に、IANA監督権限移管に向けた議論が進んでい
た時です。この二つは、インターネット基盤の根幹に関するこ
とであること、一つの組織、コミュニティに閉じず、複数にわた
る拡がりを持つ問題であることという、共通点を持っていま
す。しかしながら、IANA監督権限移管が、三つの資源（IPアド
レス、ドメイン名、プロトコルパラメーター）ごとに、基本的に
は枠組みが存在していたものを統合するという意味合いが強
かったのに対して、RSSガバナンスは、RSO達に信託され、そ
れ以上に規定されたことがなかったものを新たに構築すると
いう意味合いが強い、という違いがあります。

RSSAC037でも触れられている通り、RSSの一つの強みは
多様性を内包していることです。技術的なアーキテクチャを
RSOに一任することで、多様なアーキテクチャが採用されて
いることもさることながら、RSOの組織としても多様な組織
形態と規模があることも、運営の上での多様性と言えます。こ
れは裏返すと、事業収入を元に潤沢な資金を投じることが可
能な組織もあれば、研究予算から運営資金を捻出するところ
まであるということでもあります。今回のRSSガバナンスの
議論では、そもそも新たな機構の構築という課題とともに、一
部のRSOに対して必要な資金を供給しながら、過度にRSO
を縛ることなく独立性を保つという、絶妙なバランスを実現
する必要があります。その難題に、今後どのように取り組んで
いくのか、関心が集まっています。

IANA監督権限に優るとも劣らない、インターネット基盤運
営に関する歴史的な変革を、ぜひともご注視ください。

                               （JPNIC インターネット推進部前村昌紀）

最後に
機構案の議論
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